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写真ーl 檎けた朱設用門形クレ ン

写真ー2 同 上

写真-3 向 上

上に設置して架設に用いる P レ ー γ(写真 3) である。

性能 ・ 寸法は下表を標準とする。

ぶ♂旦~I 組立用 | 架設用
幅・内側 1 約 4 m 約 5.2 m 
両・内 側 |約 6 m 約 5.7 m 
J汗符荷重 32 t 40 t 
揚程|約 5 m 約 4.5 m 
横移動 | 約 3.8 m 約 5 m 

(11) 許容荷重は 2 点つりの場合の全荷重を示す.

2 軌きょう組立敷般用門形クレーン 軌道工事におけるま

くら木と軌条の敷設は，まくら木を l 本 1 本決められた間隔に

[置き，その上に軌条を締結していたが，最近では軌きょうとし

て敷設する方法を多く行なっている。基地用門形クレーンは，

線路をひきのばしてし、く場合，その出発地に軌きょうを製造す

る基地を設け，門形クレーンを設置して，まくら木および軌条

をつり上げ，つり下げして軌きょうに組立てしていき，でき上

が った軌きょうをつり上げトロに積むのに用いる(写真 4) 。

写真 4 軌きょう組立敷設用門形クレーン

写真ー5 同 上

E見地用クレーンは写真一5 に示すもので， 一般には軌き ょうつ

り上げ機と呼称されている。なお容量は基地用クレーンは 5-

10 t ，現地用は 5 -6 t である。 (小林正一)
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